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2.3 福島会場 

2.3.1 体育・スポーツ活動での事故を防ぐために 

 

（１）組立体操事故の再発防止に向けた取り組みについて 

①学校体育・スポーツ事故紛争を予防する視点 

〇事故を生じさせない対応。 

・施設用具、指導医者・教員、児童・生徒、学校・競技団体それぞれに対応をする。 

〇事故後の対応 

・事故が生じても、死亡重傷などの重大な健康被害にしないための対応をする。 

・事故を紛争にしない、紛争を拡大することを防ぐ適切な対応をする。 

 

②体育的行事（運動会・体育祭）において実施されてきた組立体操 

心身の健全な発達や健康の保持増進などについての関心を高め、安全な行動や規律ある集団行動の

体得、運動に親しむ態度の育成、責任感や連帯感の涵養、体力の向上などに資するような行動を行うこ

と。（小学校、中学校学習指導要領より） 

 

（２）組立体操事故予防のための３つの提言（2017 年シンポジウム） 

①提言１：段数制限ピラミッド３段、タワー２段まで 

・小学生・中学生まではピラミッドは３段、タワーは２段までを推奨。 

・しっかりと練習できる環境にある学校では、ピラミッド４段まで。 

・５段以上のピラミッド、３段以上のタワーは原則禁止。 

 

②提言２：組立体操イメージの新たな価値観の創出 

・組立体操に対する教員、保護者、地域住民らの意識を変えることが大切。 

・高さや難易度に挑戦するだけでなく、美しさや楽しさなど新たな価値観創造を目指す。 

 

③提言３：組立体操の在り方について理論と正しい指導法の啓発活動 

・スポーツ庁、日本スポーツ振興センターなど、国の機関がリードをとり、これからの学校教育における組

立体操のあり方について提唱し、組立体操の理論と安全な指導法について啓発活動を図る。 

 

 

 

 

パネリストによる講演 

「体育・スポーツ活動での事故を防ぐために」 

 

 三宅 良輔    
    

日本体育大学体育学部教授 
 

（略歴） 
日本体操学会の理事長であり、学校体育における体つくり運動の教材研究や、安全な組立体操の指導法に関

する研究などに従事。 
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（３）今後の組立体操の継承について 

将来的に組立体操が学校の体育的行事に復活する場合、組立体操の危険性や価値観のわからない教

員が過去の動画や画像を見様見真似で行うと、組立体操はまた以前のように達成感、忍耐力を求めて危

険なものに逆戻りしてしまう危険性がある。 

          

（４）怪我の予防のための準備体操について 

①準備運動を行う目的 

 

図表 準備運動の目的 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②どのような準備体操をしたらよいか 

〇音楽を使って 

アップテンポな曲、静かに落ち着くような曲を使って体を動かすと、リズム感を養えたり、質の高いストレッ

チ運動ができるようになる。 

 

〇道具を用いて 

ボール、ゴムチューブ、タオルなど、道具の特性を利用すると、運動効果をあげたり、運動の楽しさが倍

増する。 

 

〇人と組んで 

会話が生まれ、コミュニケーションがとれる。 

相手と動きを合わせたり、体重を利用し合ったりしながら運動負荷を上げることができる。 

 

 

 

 

 

  

① 体を温める

② 主運動への準備

③ 気持ちの準備

心拍数を上げる

負荷をかける

大きな筋群を動かす

主に使う筋や関節に
刺激を入れる

怪我の多い部分への
ストレッチ

各部位を重点的に動かす

精神を集中したい

テンションを
上げたい

筋肉を意識しながら運動

ジャンプや弾む運動を

チーム内の
コミュニケーション グループでの運動
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（５）発表資料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

１ ２ 

３ ４ 

５ ６ 



 

70 
 

２ パネリストによる講演  福島会場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

７ 

９ 10 

11 12 



 

71 
 

２ パネリストによる講演  福島会場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

13 14 

15 16 

17 18 



 

72 
 

２ パネリストによる講演  福島会場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22 21 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

19 20 

23 24 



 

73 
 

２ パネリストによる講演  福島会場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

28 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

25 26 

27 

29 30 



 

74 
 

２ パネリストによる講演  福島会場 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

31 32 

33 

35 

34 

36 



 

75 
 

２ パネリストによる講演  福島会場 

 
 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

37 38 

39 40 

41 42 



 

76 
 

２ パネリストによる講演  福島会場 

 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

43 44 

45 46 



 

77 
 

２ パネリストによる講演  福島会場 

 
2.3.2 傷害予防の基本的な考え方（３つの E）と学校でのスポーツ傷害予防 

 

（１）学校管理下でのスポーツ中の事故 

学校管理下でのスポーツ中の事故の傾向は、３年間（2021～2023）変わっていない。 

小学校で多いスポーツ事故：跳箱運動 

中学校で多いスポーツ事故：バスケットボール、サッカー・フットサル 

高等学校で多いスポーツ事故：バスケットボール、サッカー・フットサル 

 

（２）気合と根性による傷害予防と科学的な傷害予防 

①テクノロジーを活用した予防 

傷害予防というと、気を引き締めて見守る、児童・生徒に気を付けるように注意する、といった方法になり

がちだが、科学的に予防を実施する必要がある。例えば、プールの溺れ事故を予防するには、頑張って監

視する、というのでは不十分で、監視の限界を把握した上で監視の方法を検討する必要がある。 

 

②変えたいものを変えるための ABC 理論 

傷害データなどを分析するときに、 

「変えたいもの」は何か、「変えられるもの」は何か、             

「変えられないもの」は何かを整理し、 

「変えられるもの」を探す。 

 

 

 

 

 

 

③傷害予防のために変えられるもの＝３E アプローチ 

変えられるものは、3 つの視点で検討すると良い。これらは並列ではなく、人の手に頼らない、環境（用

具）の改善から検討すると良い。その上で残ったリスクへの対応や、環境（用具）による対策を確実に実行

することを補足するものとして、教育やルール作りを実施するように検討する。 

 

パネリストによる講演 

「傷害予防の基本的な考え方（３つの E）と学校でのスポーツ傷害予防」 

 

 北村 光司    
    

産業技術総合研究所人工知能研究センター主任研究員 
  コンピューターサイエンス 
 

（略歴） 
デジタルヒューマン工学研究センターの主任研究員を経て、現在、同研究所人工知能研究センターの主任研究

員として、人間工学的なアプローチと人工知能技術を活用した、子どもの傷害予防、高齢者の傷害予防等の研究

の従事。 

 

図表 ABC 理論 
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〇環境（用具）の改善：Environment 

〇教育（児童・生徒、教員）：Education 

〇法律・安全基準・ルールの作成・改良：Enforcement 

 

④３E での事故の要因分析 

〇環境に関する要因：置かれていた物、床など構造物、使用するスポーツ用品、 

人が身に着けていたものなど 

〇教育に関する要因：リスクを知っていたか、子どもの特性の理解、ルールの理解、 

知識を得る機会の有無など 

〇ルール、マニュアルに関する要因：ルールやマニュアルの有無やそれらの内容、 

誰もが同じように実行できるものになっているかなど 

 

（３）データに基づく傷害予防（跳箱編） 

①跳箱の事故の特徴 

小・中学生では手指の怪我、骨折が多く、高校生では足首の捻挫が多い。開脚飛びでも事故が多い

が、台上前転や頭はね跳びによる事故も多い。技と子どもの習熟度が合っていないことが要因となってい

る。 

 

②跳び箱事故原因のパターン 

〇身体機能と跳び箱の高さとの不適合：高い跳箱を跳べることを評価の対象にしない。 

〇身体機能と跳び箱の技との不適合：技を行うのに十分な基礎運動も取り入れる。 

〇身体機能と練習方法との不適合：適切な跳び方ができていない状態で技に挑戦させない。 

跳び箱を使わない練習も取り入れ、適切な跳び方ができる 

ことを目指す。 

 

③予防のための３つの提言 

〇跳び箱運動の指導で重篤な傷害の発生件数が多いことを認識すること。 

〇跳び箱を使わないで 「跳び箱運動に必要な動き・感覚の定着」 を図る。 

〇高さを評価の対象にしない。 

 
（４）科学的な傷害予防の手順 

【手順】                                                                            図表 科学的な傷害予防の手順 

1 傷害データをもとに課題を把握する。 

2 課題について、予防につながる“変えられるもの” を 

探す。 

3“変えられるもの”を変えて対策を実施する。 

4 傷害データなどで、対策の効果を検証   

し、効果がない場合は別の方法を検討する。 
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（５）発表資料 
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2.3.3 学校体育・スポーツ活動中の事故防止について 

 

（１）注意義務と安全配慮義務 

①注意義務 

〇予見義務：危険な場所や事項をあらかじめ想定する 

〇回避義務：危険を回避する方策を講じる 

〇保護監督義務：児童・生徒・選手の健康状態・運動スキルの把握 

〇保護者への通知義務：事故・ケガの状況の説明、対応措置を要請 

 

②安全配慮義務 

〇予測できる危険を排除する。 

〇指導者に注意義務を守らせる。 

 

（２）用具等の安全確保について 

授業等で使用する用具について、日常的に点検を行い、破損や老朽化等により安全に使用できないお

それのある用具等については使用を控えるなど、適切に対処を行うとともに、用具等の正しい使用方法の

徹底を図ることにより、事故の発生を未然に防ぐ。 

・効果的に安全点検を推進するためのノウハウ集公開 

・学校における安全点検要領公開 

・安全点検方法等の解説動画シリーズ公開 

 

（３）体罰・ハラスメントの根絶について 

運動部活動での指導のガイドライン（平成 25 年 5 月文部科学省）を踏まえ、各学校において、全教職

員・指導者に対して、体育活動中の体罰・ハラスメントの根絶に向けて認識の共有と、指導の徹底を指示。 

 

 

 
     
 
 
 
 

パネリストによる講演 

「学校体育・スポーツ活動中の事故防止について」 

 

吉田 圭吾    
   

福島県教育庁健康教育課指導主事  
 

（略歴） 
 学校安全に関する業務を中心に、福島県内の学校安全担当者への指示伝達、安全教育と防災教育の推進に関

わる業務に取り組んでいる。 
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（４）落雷事故の防止について 

〇「落雷事故の防止について」事務連絡：（文部科学省総合政策局男女共同参画共生社会学習・ 

安全課、スポーツ庁地域スポーツ課） 

〇雷ナウキャストの活用 

・積乱雲が近づくサインに注意し、できるだけ早く安全な建物内に避難 

〇福島県防災アプリの活用 

 

図表 福島県防災アプリ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）AED の適切な使用について 

①心肺蘇生等の応急手当に係る取組を実施 

各地の消防本部・消防署の協力を得て受講可能な救命講習を実施 

消防本部や消防署への相談方法やポイントを提示 

②一般市民向け応急手当 WEB 講習の実施 

③学校安全ポータルサイト（文部科学省）の案内 

 

（６）まとめ 

〇用具、施設・設備等の安全点検を確実に行い、事故防止につとめる。 

〇過去の事例を参考に、同じような事故が起こらないようにする。ヒヤリハット事例の共有を！ 

〇万が一、事故が起こってしまったときには、人命救助が最優先。事故発生時の対応について再 

度確認を！ 
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（７）発表資料 
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